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第七回通常総会は 5 月 22 日（土）１０時より、社会福祉センター４階

会議室において開催されました。開催当日現在の正会員は 18 名。当

日は１６名（うち委任状５名）の出席を得て、総会の成立を確認してス

タートしました。 

平成 21 年度の事業報告及び収支決算報告、22 年度の事業計画及

び収支予算案についてはいずれも 2～3 件の質問を受けた後、全員一

致で承認されました。第五号議案の役員改選においては、新任理事と

して内田秀子さん、北岡武さんの２名を加えた８名の理事が承認され

ました。６年間理事として経理を担当してくださいました小澤由美子さ

んは、今期をもって理事を退任しました。長年にわたり、ありがとうござ

います。第六号議案として今年度運営組織の報告があり、事務局組

織の承認を受け、１１時１５分に終了しました。（報告：藤澤久美子） 

 
総会の後「公共花壇のデザインの考え方」として、杉井志織さんの

講演がありました。杉井さんは、NHK 趣味の園芸の講師で、東京モノ

レール流通センター駅前花壇ほか、２つの花壇ボランティア「G-g クラ

ブ」の活動の指導もされています。 

花壇のコンセプトは、駅前を毎日通る方々が「ちょっといつもと違う

風景」と感じる花壇作り、四季の移り変わりとともにお花が自然と移り

行く風景を大切にするということです。パワーポイントを使ってのお話

はわかりやすく、変化を楽しむ花壇づくり、さまざまな色の組み合わせ

や色合いの不思議について学びました。ボランティアさんたちの心意

気を大事に、一緒に考え作っていく花壇づくりに取り組む、気さくでステ

キな杉井さんの講演でした。 

講演会に引き続き交流会が行われました。参加者は３０名。講演会

講師の杉井さんと「G-g クラブ」の皆様もゲストとして参加していただき

活動のご紹介もいただきました。 

河村理事長から総会が無事終了したご報告があり、新役員体制の

ご紹介を頂きました。また、７年間にわたり、大森南圃場での技術指導

を頂いた橋本さんに、感謝状と記念品の授与がありました。今後は圃

場だけでなく、会全体の事業における樹木管理関連のご指導をいただ

くこととなっています。今後も活躍を期待しています！昨年の活動を振

り返るスライド上映と、それぞれのフィールドで活動されている皆さん

のコメントで、盛りだくさんの懇親会となりました。（報告：荻野博子） 

総会会場風景 

講演会のようす 

みんなでかんぱ～い♪（懇親会） 

橋本さんへの感謝状贈呈 

川口さんの庭のバラが人気でした。
いつもありがとうございます！ 
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＜今月の会員だよりの同封物＞ 

◆活動カレンダー・活動アンケート 

◆せせらぎセミナーちらし 

◆やっぱりみどり大好き ２０号 

◆文化の森情報誌 

◆菊の講習会＆区民農園オープンデー日程

変更案内 

★ 事務局より ★ 

◎今年度は、会の広報を強化し、会員だよりやホーム

ページのリニューアルを計画しています。こんな情報

がほしい、などのご意見がありましたら、事務局まで

お寄せください！ 

◎「やっぱりみどり大好き」２０号：総会懇親会記念号を

同封しました。今号は、各種イベント等で展示してい
る、会の活動趣旨パネル原稿も入れてみました。 

５月１６日（土）嶺町文化センターにて講習会を開催し、９５名の参加

者で会場は一杯になりました。今年の講師は当会の牧野さんが担当し、

昨年のモニターさんから成功、失敗例を報告してもらったことで「みどり

のカーテン」作りがより身近になり、会場は大いに盛り上がりました。 

モニターさんたちは準備段階から参加して下さっただけでなく、昨年収

穫したゴーヤで作った「ゴーヤ茶」を持参くださり、みなさんで試飲するな

ど、カーテン作りのもう一つの楽しみ方をお伝えすることができました。 

主催者である区からは赤坂部長が出席くださり、部長自ら体験したみ

どりのカーテンつくりから考案された、自作の雨水タンクの作り方を披露

してくださいました。参加者には３株のゴーヤ苗を持ち帰っていただきま

した。今年も町にみどりのカーテンが広がり暑い夏を涼しく過ごす人たち

が増え、大田区がみどり一杯になるといいですね。（報告：内田秀子） 

 

 

今月号から、会の活動現場を訪ねて、皆さんの声を紙

面でお届けするリレートークを連載します。お楽しみに！ 

★田中さんご本人の写真を撮影したのですが、デジ 

カメの不調により、掲載できませんでした。申し訳 

ございません！ 

 

安全で楽しく夢のある活動を展開していこう

と、５月から新体制の運営が始まりました。総括

責任者の下に圃場管理係、花苗管理係、用具・

資材係にわかれ、それぞれに田中國男さん,田

中久男さん,安田光男さんが担当されています。 

今回は花苗育成係長さんの田中久男さんに

お話を伺いました。 

「みんな仲良く、きれいな花づくりをするため

に努力しています。 喜びは日に日に育っていく

お花と元気なみんなの顔を見ること。  今年は

４月７日オープンデーでポット上げをした後から 

 

雨、雪、みぞれと異例の寒さが続き育成に心配

しました。でも、その後は順調に育って次々に大

森や蒲田駅前花壇などに出荷することができ安

心しました。今月圃場では、さくらんぼがたくさん

なりました。活動の後みんなで小鳥と一緒にさく

らんぼをついばみましたよ。少し小さいけれど甘

酸っぱくておいしい実でした。６月にはびわ、す

ももと次々に実が結び、楽しみです。」と大きな

おなかをさすりながら、うれしそうにお話してくだ

さいました。 

４月にポット上げをした花苗は、マリーゴール

ド、サルビア（赤・白・青）など、合計 10,440    

ポット。圃場の棚にずらりとならんだ苗が、ぐん

ぐん大きくなっていく姿は壮観でした。これらが

駅前花壇などできれいなお花をさかせて、道行

く人たちのこころを少しでもなごませてくれるとい

いですね。（インタビュー：荻野博子） 

会場がいっぱいになりました 

ゴーヤー茶提供の小山さん 


